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初めに

このドキュメントは、ＡＲＤＦ競技に参加したと
きに、私がどういう場面でどういう判断をしたか
を記憶を頼りに記録したものです。
従って、「こうすべき」という正解を記載したも
のではありません。
ＡＲＤＦに参加した一競技者の話として、主に
初心者の皆さんの役に立てられればと思って
作成いたしました。



あなたならどう攻めますか？
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①「スタート地点にて地図読み」
南北の通行禁止道路でテレインが東西に
分断されており、出入り口が一箇所。西側
がメインテレインということは容易に推測。
東側にTXが存在するか否かが問題。しか

し、地図記載の範囲でスタート地点から地
図東側へ行く道路がない。ということは、
たとえ東側にあったとしても、出入り口付
近と思われる。
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②「スタート直後」
主としてテレイン東側にTXが存

在するのか否かの確認。なさそう
だ。あってもTX2,5であるが、TX5

は探索対象外のため、右回り作
戦で行く。第一ターゲットはTX1.
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③「分岐」
道路が曲折したところで右側に違法
投棄物がたくさんあり、色に目を引
かれる。確かにフラッグのカモフラー
ジュとはなるが、果たしてゴミの中に
設置するだろうか。そろそろTX1の

場所なのであたりに注意しながら分
岐まで降りてくる。同じ組で先頭でス
タートした大野さんが降りてくる。と
いうことは既にｹﾞｯﾄしてきたのか。不
安がよぎる。
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④「TX1」
TX1が鳴く。上だ。行き過ぎたのだ！あわてて走って戻る。坂を登りながら道

路右側にありそうだとわかった時点で停波。そこからは歩いて登る。曲折地点
に来たところで、次の組の吉室さんたちがTX1をゲットしている。なんてことだ。

ゴミに気を取られないで、まっすぐ前を見てくれば、簡単に見つけられたのだ。
TX1ｹﾞｯﾄ。
TX4はTX1からの距離から言って集落よりも北側だ。次の鳴くタイミングを集落

付近で迎えられるようにがんばっていく。
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⑤「集落」
TX4が強くはなってきているが、至近距離ではなさそう。山肌をなめるよ

うに見ていくが、フラッグらしきものはない。上の道へいくか？それともこ
こから山登りか？今回は隠しなしなので上の道と推定。
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⑥「TX4」
上の道に出る交差点でTX4を聞きたかったが、交差点に出る前でTX4が鳴く時刻

になる。あわてて坂を駆け上がり交差点を左折。周辺にいた競技者も私の前を
走っていく。上の道を走りながら次第に方向が左方向にずれてくるのがわかる。
キャッチした。他の競技者が前方の道を進んでいくのを見ながら、自分は左の山
肌を登っていく。TX4ｹﾞｯﾄ。彼らはどこまで走っていったのであろうか？
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⑦「谷越え」
TX3は谷を挟んで反対側だ。尾根

周りだとかなり遠回りであるし、２
ｍではないので谷越えを選択する。
本当は山の上でTX3を鳴かせた
かったが、途中でTX3が鳴いてし

まう。TX
3
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⑧「TX3」

登ったところは恐竜エリアで、
既にゼイゼイ状態。一般人に
話しかけられる。今日は２回目
だ。一言二言、ちょっと休憩状
態。さらに進んでいくと、正面に
フラッグ。TX3ｹﾞｯﾄ。
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⑨「東エリアへ」
TX5が左方向であることを確認しな
がらTX2へ向かう。当然、下に下り
ていくコースは選択しない。TX2へ

行く道は２つあるが、どちらかと言う
と正面方向。しかし柵が置いてある。
今日は簡単設置なので、柵無し
ルートを選ぶ。
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３

⑩「山道を下る」
途中から段々になるが落ち葉で隠れて
いて危ない。注意しておりていく。TX2が
鳴く。右折するが、TX2は上の道の小高
い山の上だ。左右に移動しながらTX2の

位置を確認する。
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⑪「TX2」
TX2が鳴きやんだので、上の道に上がる場所を探す。底な

し沼のようなところを注意して渡り上の道へ出る。小高い山
を見上げながら少し道を下ってみるがフラッグは見えない。
やはり山の上か。少し道を登って分かれ道から山の頂上へ
いくとフラッグがあった。TX2ｹﾞｯﾄ。
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⑫「GOAL」
ｹﾞｯﾄして降りていく途中でTX2へ向かう

小倉さんとすれ違うが、すぐに追い越さ
れる。
途中、この道の奥にTX5がありそうだな

と思いつつ、自分の限界を考えて素直
にゴールへ向かう。
ゴールすると、既に小倉さんはトン汁堪
能中であった。

小倉さんに
抜かれる

小倉さんと
すれ違う
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